
　
こ
の
ロ
ゴ
は
、
終
戦
と
と
も
に
日

本
の
女
子
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

た
く
さ
ん
の
人
材
を
育
成
し
、
現
在

で
は
共
学
化
を
果
た
し
、
域
学
共
生

と
い
う
新
し
い
形
の
県
立
大
学
の
あ

る
べ
き
姿
に
邁
進
し
て
い
る
本
学
の
、

凛
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
学
歌
に
は
「
平
和
の
鐘
を
音

高
く
つ
け
」
と
あ
り
、
平
和
を
理
想

に
掲
げ
る
大
学
と
し
て
、「
鳩
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。

凛
と
し
て
時
代
の
風
に
立
ち
向
か

い
、
将
来
に
向
け
て
空
高
く
舞
い
上

が
る
。
小
脇
に
抱
え
た
書
物
は
、
そ

の
確
信
の
象
徴
で
す
。「
学
び
に
あ
こ

が
れ
て
」
集
う
人
々
の
「
知
の
拠
点
」

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差

し
た
「
県
民
大
学
」
で
あ
り
続
け
た

い
と
い
う
希
望
を
こ
め
ま
し
た
。

高知県立大学創基70周年記念ロゴマークについて

163 資料編

資
料
編



学生定員・現員表

2017.3.3　h

学　　　部 （平成28年5月1日現在）

学　　　  部

文 化 学 部

看 護 学 部

社会福祉学部

健康栄養学部

学　　　  科

文 化 学 科

看 護 学 科

社会福祉学科

健康栄養学科

うち夜間主

1 年次
入学定員

3 年次
編入学定員 収容定員 計

現　　　員
1 回生 4 回生3 回生2 回生

150

30

80

70

40

340

8

3

8

616

126

320

280

160

1,376

163
（46／117）

30
（19／11）

84
（3／81）

76
（8／68）

41
（5／36）

364
（62／302）

155
（33／122）

28
（14／14）

83
（8／75）

73
（14／59）

42
（4／38）

353
（59／294）

95
（23／72）

5
（4／1）

81
（5／76）

71
（13／58）

41
（1／40）

288
（42／246）

109
（25／84）

7
（3／4）

84
（7／77）

72
（15／57）

41
（3／38）

306
（50／256）

522
（127／395）

70
（40／30）

332
（23／309）

292
（50／242）

165
（13／152）

1,311
（213／1,098）

※文化学部は平成 27 年度入試より入学定員を 80 名から 150 名に増員
※現員の（　）内は男／女別の人数

合　　　　計

大　学　院 （平成28年5月1日現在）

研　 究 　科

看護学研究科

人間生活学研究科

専攻・課程

看護学専攻
博士前期課程

看護学専攻
博士後期課程

共同災害看護学専攻
博士課程

人間生活学専攻
博士前期課程

人間生活学専攻
博士後期課程

入学定員 収容定員 計
現　　　員

2 年次1 年次 5 年次4 年次3 年次

15

3

2

18

3

41

30

9

10

36

9

94

12
（0／12）

4
（0／4）

1
(1／0)

6
（3／3）

1
（1／0）

24
（5／19）

16
（0／16）

3
（0／3）

2
(1／1)

16
（5／11）

1
（1／0）

38
（7／31）

14
（0／14）

2
(0／2)

8
（2／6）

24
（2／22）

ー

ー

ー

ー

28
（0／28）

21
（0／21）

5
（2／3）

22
（8／14）

10
（4／6）

86
（14／72）

※共同災害看護学専攻は平成 26 年 4 月に設置
※現員の（　）内は男／女別の人数

合　　　　計

高知県立女子医学専門学校・高知県立女子専門学校・高知女子大学・高知県立大学
歴代校長・学長一覧

氏

　名

就

　任

　期

　間

橋
　爪
　清
　人

昭
和 

20
・
1
・
13
〜
昭
和 

20
・
4
・
4

校
長
事
務
取
扱

星
　野
　貞
　次

昭
和 

20
・
4
・
5
〜
昭
和 

20
・
11
・
27 

校
長
事
務
取
扱

星
　野
　貞
　次

昭
和 

20
・
11
・
28 

校
長
発
令

女
子
医
専
廃
校
・
女
専
認
可
（
昭
和 

22
・
3
・
31 

）

星
　野
　貞
　次

昭
和 

22
・
3
・
31 

女
専
校
長
発
令

岡
　本
　重
　雄

昭
和 

23
・
1
・
12
〜
昭
和 

23
・
3
・
30 

校
長
事
務
取
扱

岡
　本
　重
　雄

昭
和 

23
・
3
・
31 

校
長
発
令

高
知
女
子
大
学
認
可
（
昭
和 

24
・
2
・
21 

）

岡
　本
　重
　雄

昭
和 

24
・
4
・
1
〜
昭
和 

27
・
3
・
18 

福
　田
　俊
　治

昭
和 

27
・
3
・
19
〜
昭
和 

27
・
9
・
30 

学
長
事
務
取
扱

志
　波
　清
　時

昭
和 

27
・
10
・
1
〜
昭
和 

29
・
3
・
20 

中
　村
　慶
三
郎

昭
和 
29
・
3
・
21
〜
昭
和 

30
・
9
・
9 

学
長
代
理

中
　村
　慶
三
郎

昭
和 
30
・
9
・
10
〜
昭
和 

34
・
11
・
30 

紫
　藤
　貞
一
郎

昭
和 

34
・
12
・
1
〜
昭
和 

38
・
8
・
3

田
　中
　
　
　亮

昭
和 

38
・
8
・
4
〜
昭
和 

39
・
4
・
9 

学
長
事
務
取
扱

徳
　田
　
　
　彌

昭
和 

39
・
4
・
10
〜
昭
和 
43
・
4
・
9 

藤
　本
　薫
　喜

昭
和 

43
・
4
・
10
〜
昭
和 
45
・
4
・
1 

安
　中
　正
　哉

昭
和 

45
・
4
・
2
〜
昭
和 

55
・
4
・
1 

岡
　崎
　正
　一

昭
和 

55
・
4
・
2
〜
昭
和 

59
・
4
・
1 

木
　原
　正
　雄

昭
和 

59
・
4
・
2
〜
平
成 

2
・
4
・
1

池
　川
　順
　子

平
成 

2
・
4
・
2
〜
平
成 

8
・
4
・
1 

成
　田
　十
次
郎

平
成 

8
・
4
・
2
〜
平
成 

14
・
10
・
15 

吉
　野
　公
　喜

平
成 

14
・
10
・
16
〜
平
成 

15
・
1
・
21 

学
長
代
理

吉
　野
　公
　喜

平
成 

15
・
1
・
22
〜
平
成 

15
・
3
・
31

青
　山
　英
　康

平
成 

15
・
4
・
1
〜
平
成 

19
・
3
・
31

山
　根
　洋
　右

平
成 

19
・
4
・
1
〜
平
成 

23
・
3
・
31 

高
知
県
立
大
学
に
校
名
変
更
（
平
成 

23
・
4
・
1 

）

南
　
　
　裕
　子

平
成 

23
・
4
・
1
〜

氏

　名

就

　任

　期

　間

南
　
　
　裕
　子

平
成 

23
・
4
・
1
〜
平
成 

27
・
3
・
31 

中
　澤
　卓
　史

平
成 

27
・
4
・
1
〜

高知県公立大学法人
歴代理事長一覧

〔平成 28 年 4 月 1 日現在〕

〔平成 28 年 4 月 1 日現在〕
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7 0年略年表
　
年（
西
暦
）
　
学
内
の
う
ご
き

　
県
内
外
・
国
内
外
の
う
ご
き

1
9
4
4
年

12
・
29

高
知
県
立
女
子
医
学
専
門
学
校
設
立
認
可

18
年
7
・
1
よ
り
高
橋
三
郎
氏
官
選
知
事

11
・
24　
　

東
京
大
空
襲

1
9
4
5
年

1
・
9

学
則
制
定

4
・
21

栗
原
美
能
留
氏
知
事
に
就
任

1
・
13

校
長
事
務
取
扱
橋
爪
清
人
就
任

6
・
7

高
知
市
空
襲　

4
・
5

校
長
事
務
取
扱
星
野
貞
次
就
任

7
・
4

高
知
市
大
空
襲

6
・
7

高
知
市
空
襲
に
て
北
与
力
町
校
舎
全
焼

8
・
6

広
島
に
原
子
爆
弾

7
・
8

開
校
日
を
延
期

8
・
9

長
崎
に
原
子
爆
弾

8
・
8

開
校
式
・
入
学
式

8
・
15

第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦

11
・
28

初
代
女
子
医
専
校
長
星
野
貞
次
就
任

10
・
27

永
野
芳
辰
氏
知
事
に
就
任
（
三
ヵ
月
）

1
9
4
6
年

4

女
子
医
専
廃
校
の
岐
路
に
立
つ

1
・
25

吉
富
滋
氏
知
事
に
就
任

8
・
9

高
知
市
北
与
力
町
一
番
地
に
校
舎
移
転

2
・
1

農
地
改
革
実
施

学
寮「
か
ほ
る
寮
」落
成

10
・
23

西
村
直
己
氏
知
事
に
就
任

11
・
3

日
本
国
憲
法
公
布

12
・
21

南
海
大
地
震　

1
9
4
7
年

3
・
31

高
知
県
立
女
子
医
学
専
門
学
校
廃
校

4
・
1

教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
施
行
（
六
･
三
･
三
･
四
制
）

高
知
県
立
女
子
専
門
学
校（
生
活
科
・
生
物
科
・
英
文
科
）設
立
認
可
、学
則
制
定

学
校
給
食
始
ま
る

初
代
女
専
校
長
星
野
貞
次
就
任

4
・
5

初
代
民
選
知
事
に
川
村
話
嘉
治
氏
当
選

5
・
15 

6
・
2

入
学
式（
2
度
行
う
）

5
・
8

日
本
国
憲
法
施
行

7
・
29

川
村
知
事
追
放
該
当
決
定

1
9
4
8
年

1
・
12

校
長
事
務
取
扱
岡
本
重
雄
就
任

1
・
10

第
二
代
知
事
に
桃
井
直
美
氏
当
選

3
・
31

第
二
代
女
専
校
長
岡
本
重
雄
就
任

4
・
1

新
制
高
等
学
校
（
公
立
26
校
・
私
立
3
校
）
発
足

9
・
23

本
館
落
成
式
挙
行

4
・
12

県
下
初
の
女
性
校
長
4
人
登
用

10
・
13

県
立
保
母
養
成
所（
岡
本
重
雄
校
長
兼
任
）開
設
認
可

11
・
12

極
東
裁
判
判
決

1
9
4
9
年

2
・
21

県
立
女
子
専
門
学
校
を
母
体
と
し
、県
立
高
知
女
子
大
学（
家
政
学
部
生
活
科
学
科
）設

立
認
可
、
学
則
制
定

7
・
18

高
知
大
学
開
学

7
・
26

新
制
公
立
高
等
学
校
再
編
を
決
定
、
９
・
１
発
足

4
・
1

初
代
学
長
岡
本
重
雄
就
任

11
・
3

湯
川
秀
樹
博
士
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

4
・
21

第
一
期
生
入
学
式
、本
学
創
立
記
念
日
を
4
月
21
日
と
す
る

9

女
子
大
学
幼
稚
園（
岡
本
重
雄
園
長
兼
任
）開
設

1
9
5
0
年

4
・
1

家
政
学
部
生
活
科
学
科
を
栄
養
士
養
成
施
設
と
し
て
指
定

1
・
21

旧
制
高
知
高
等
学
校
廃
止　

聴
講
生
規
程
適
用

6
・
10

県
立
中
央
図
書
館
落
成
式

6
・
25

朝
鮮
戦
争　

11
・
3

県
文
化
賞
制
定

1
9
5
1
年

3
・
31

中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭（
家
庭
）免
許
状
授
与
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
と
し
て
認
定

1
・
15

高
知
市
立
中
央
公
民
館
開
館

4
・
1

単
位
修
得
認
定
規
程
適
用

2
・
19

第
一
回
市
民
学
校
開
設

学
友
会
会
則
施
行

6
・
12

第
一
回
県
婦
人
大
会
開
会

8
・
25

し
ら
さ
ぎ
会（
高
知
女
子
大
学
及
び
女
子
専
門
学
校
同
窓
会
）発
足

8
・
1

第
一
回
夏
期
大
学
開
催

9
・
13

県
立
保
母
養
成
所
、
市
大
原
町
に
移
転

9
・
8

対
日
講
和
条
約
調
印
、
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

 

団
体
名 

協
定
締
結
日

 公
益
財
団
法
人
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
財
団

 社
会
福
祉
法
人
高
知
県
社
会
福
祉
協
議
会

 井
上
石
灰
工
業
株
式
会
社

 土
佐
市

 高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

 香
美
市

 佐
川
町

 津
野
町

 安
芸
市 

 株
式
会
社
高
知
銀
行

 高
知
市

 株
式
会
社
高
知
放
送

 三
原
村

 特
定
非
営
利
活
動
法
人
N
P
O
高
知
市
民
会
議

 

平
成 

17
・
10
・
28

 

平
成 

18
・
10
・
4

 

平
成 

20
・
3
・
26

 

平
成 

20
・
10
・
28

 

平
成 

22
・
11
・
17

 

平
成 

26
・
3
・
17

 

平
成 

26
・
3
・
17

 

平
成 

26
・
3
・
17

 

平
成 

26
・
8
・
15

  

平
成 

27
・
1
・
21

 

平
成 

27
・
3
・
26

 

平
成 

28
・
2
・
17

 

平
成 

28
・
7
・
12

 
平
成 

28
・
8
・
4

包括連携協定締結状況一覧

国際交流協定締結状況一覧

 

団
体
名 

協
定
締
結
日

 

ア
メ
リ
カ・マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

　エ
ル
ム
ズ
大
学 

平
成 

10
・
10
・
13

 

台
湾・高
雄
市

　文
藻
外
語
大
學 

平
成 

19
・
1
・
17 

 

ア
メ
リ
カ・カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
校 

平
成 

20
・
7
・
25

 

イ
タ
リ
ア・ヴ
ェ
ネ
チ
ア

　カ・フ
ォ
ス
カ
リ
大
学 

平
成 

23
・
12
・
24

 

ア
メ
リ
カ・カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

　カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校 

平
成 

24
・
3
・
5

 

マ
レ
ー
シ
ア・サ
バ
州

　サ
バ
大
学 

平
成 

24
・
11
・
27 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア・ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ

　ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学

　 

平
成 

25
・
11
・
5

 

中
国・北
京

　北
京
聯
合
大
学
旅
游
学
院 

平
成 

28
・
10
・
20

 

韓
国・全
羅
南
道

　木
浦
大
学
校 

平
成 

28
・
10
・
30

 

韓
国・慶
尚
南
道

　慶
南
科
学
技
術
大
学
校 

平
成 

28
・
11
・
7

 

タ
イ・ウ
ボ
ン
ラ
ー
チ
ャ
タ
ニ
県

　ウ
ボ
ン
ラ
ー
チ
ャ
タ
ニ
大
学 

平
成 

28
・
12
・
26

【平成29年2月1日現在】

【平成29年2月1日現在】
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年（
西
暦
）
　
学
内
の
う
ご
き

　
県
内
外
・
国
内
外
の
う
ご
き

9
・
17

公
開
講
座
第
一
回
開
講
式

12
・
3

県
知
事
に
川
村
和
嘉
治
氏
当
選

自
治
会
規
約
施
行

1
9
5
2
年

2
・
20

家
政
学
部
に
看
護
学
科
増
設
認
可

12
・
26

高
知
短
期
大
学
設
立
認
可

3
・
18

学
長
岡
本
重
雄
退
職
、教
授
福
田
俊
治
学
長
事
務
取
扱
に
就
任

12

県
立
保
健
婦
養
成
所
設
立

4
・
1

学
寮
寮
則
実
施

5
・
12

図
書
館
規
程
施
行

9
・
22

看
護
婦
学
校
と
し
て
指
定

10
・
1

第
二
代
学
長
志
波
清
時
就
任

1
9
5
3
年

3
・
20

第
一
期
生
の
卒
業
式（
卒
業
生
19
人
）

1
・
26

テ
レ
ビ
放
送
開
始

4
・
27

高
知
県
立
高
知
短
期
大
学
開
学
（
志
波
女
子
大
学
学
長
兼
任
）

3
・
31

新
制
大
学
院
の
設
置
決
ま
る

1
9
5
4
年

3
・
21

学
長
志
波
清
時
病
気
の
た
め
教
授
中
村
慶
三
郎
学
長
代
理
に
就
任

3
・
1

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
第
五
福
竜
丸
被
災

4
・
1

正
規
の
課
程
及
び
聴
講
生
の
課
程
を
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭（
理
科
、保
健
、家
庭
、英

語
）・
養
護
教
諭
免
許
状
授
与
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
と
し
て
認
定

7
・
1

自
衛
隊
発
足

8
・
10

第
一
回
高
知
市
よ
さ
こ
い
祭
開
催

4
・
16

高
知
県
立
大
学
特
別
学
生
に
関
す
る
規
程（
高
知
県
訓
令
第
十
一
号
）施
行

4
・
30

学
生
会
規
約
施
行（
自
治
会
名
称
変
更
）

7

女
子
大
格
下
げ
問
題
、女
子
大
廃
学
問
題
起
こ
る

10
・
4

知
事「
短
大
切
り
下
げ
案
」通
告

10
・
6

「
女
子
大
格
下
げ
絶
対
反
対
」学
生
デ
モ

10
・
8

市
内
で
署
名
運
動

10
・
11

県
議
会「
女
子
大
は
当
分
現
状
の
ま
ま
と
し
、将
来
国
立
大
学
へ
の
移
管
そ
の
他
の
問

題
に
つ
い
て
は
関
係
者
間
で
協
議
し
て
処
置
す
べ
き
だ
」と
決
議
、知
事
に
伝
達
、平
静

に
帰
す

1
9
5
5
年

1
・
19

婦
人
に
よ
る「
高
知
女
子
大
学
を
守
る
会
」結
成

7
・
21

県
立
保
母
養
成
所
、
県
立
保
育
専
門
学
校
と
改
称

3
・
29

保
健
婦
学
校
と
し
て
指
定

8
・
6

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

9
・
10

第
三
代
学
長
中
村
慶
三
郎
就
任

12
・
8

溝
渕
増
巳
氏
知
事
に
当
選

1
9
5
6
年

3
・
1

文
学
部（
国
文
学
科
・
英
文
学
科
）増
設
認
可

10
・
19

日
ソ
国
交
回
復
共
同
宣
言

12
・
12

国
連
加
盟

1
9
5
7
年

4
・
1

教
授
会
及
び
評
議
会
規
程
・
図
書
館
規
程
施
行

1
・
29

南
極
観
測
隊
オ
ン
グ
ル
島
基
地
に
上
陸
・「
昭
和
基
地
」
と
命
名

4
・
1

正
規
の
課
程
を
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭（
国
語
）免
許
状
授
与
資
格
を
取
得
さ
せ
る

た
め
の
課
程
と
し
て
認
定

10
・
4

ソ
連
人
工
衛
星
第
一
号
打
ち
上
げ
成
功

4

女
子
大
学
幼
稚
園
相
模
町
に
移
転

1
9
5
9
年

4
・
1

家
政
学
部
看
護
学
科
を
衛
生
看
護
学
科
に
改
称

9
・
26

伊
勢
湾
台
風
被
害
甚
大

12
・
1

第
四
代
学
長
紫
藤
貞
一
郎
就
任

1
9
6
0
年

6
・
18

安
保
阻
止
統
一
行
動
で
授
業
放
棄

5
・
24

チ
リ
津
波
襲
う
（
須
崎
市
な
ど
被
害
大
）

6
・
15

安
保
防
止
国
民
会
議
の
統
一
行
動
で
乱
闘
、
東
大
生
樺
美
智
子
さ
ん
死
亡

6
・
23

日
米
新
安
保
条
約
発
効

1
9
6
1
年

6
・
25

高
知
県
東
部
に
集
中
豪
雨

1
9
6
3
年

8
・
3

学
長
紫
藤
貞
一
郎
退
職
、教
授
田
中
亮
学
長
事
務
取
扱
に
就
任

4
・
1

国
立
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
開
校
（
私
立
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
廃
校
）

12
・
15

短
大
学
長
問
題
で
大
学
の
自
治
を
守
る
県
共
闘
会
議
、高
知
女
子
大
、短
大
の
三
者
会

議
開
か
れ
る

12
・
24

大
学
管
理
条
例
の
一
部
改
正
案
可
決
、高
知
短
期
大
学
は
高
知
女
子
大
学
併
設
と
な
る

1
9
6
4
年

4
・
1

家
政
学
部
生
活
科
学
科
を
家
政
学
科
・
食
物
栄
養
学
科
・
生
活
理
学
科
の
三
学
科
に

改
編

10
・
1

10
・
10

東
海
道
新
幹
線
開
業

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

4
・
10

第
五
代
学
長
徳
田
彌
就
任

11
・
11

高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
落
成

12
・
13

高
知
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
発
会

1
9
6
5
年

11
・
3

高
知
女
子
大
学
学
歌
発
表

12
・
10

朝
永
振
一
郎
博
士
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

11
・
21

医
専
開
校
20
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

1
9
6
6
年

3
・
31

附
属
図
書
館
新
館
落
成

12
・
17

高
知
学
園
短
期
大
学
新
設
認
可
（
翌
年
4
月
開
校
）

1
9
6
7
年

9
・
9

東
石
立
町
教
員
宿
舎
完
成

9
・
1

高
知
大
学
に
大
学
院
農
学
研
究
科
設
置
認
可

12
・
10

家
政
学
部
実
験
棟
新
館
落
成

9

大
学
紛
争
相
次
ぎ
一
段
と
激
化

1
9
6
8
年

4
・
1

高
知
女
子
大
学
食
物
栄
養
学
会
発
会

1
・
10

県
教
委
高
校
教
育
多
様
化
の
長
期
計
画
発
表

4
・
10

第
六
代
学
長
藤
本
薫
喜
就
任

1

東
大
紛
争
起
こ
る
。
大
学
紛
争
全
国
へ
波
及

10
・
10

高
知
女
子
大
学
報
創
刊

2
・
3

高
知
学
園
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
設
置

10
・
15

管
理
棟
及
び
講
義
棟
新
館
落
成

12
・
10

川
端
康
成
氏
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

12
・
16

瀬
戸
西
町
教
員
宿
舎
完
成

12
・
29

東
大
、
東
京
教
育
大
44
年
度
の
入
試
中
止
を
決
定

1
9
6
9
年

9
・
10

講
堂
兼
体
育
館
落
成

7
・
20

ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

8
・
7

大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
公
布

1
9
7
0
年

4
・
2

第
七
代
学
長
安
中
正
哉
就
任

3
・
15

日
本
万
国
博
覧
会
始
ま
る

4
・
27

学
友
会
を
解
散
し
、学
生
自
治
会
設
立

4
・
1

高
知
大
学
教
育
学
部
付
属
養
護
学
校
設
置

11

学
生
寮「
あ
ふ
ち
寮
」落
成

8
・
21

台
風
10
号
高
知
を
直
撃
、
被
害
甚
大

1
9
7
1
年

3
・
31

集
団
給
食
実
習
室
落
成

7
・
1

環
境
庁
発
足

4
・
1

正
規
の
課
程
及
び
聴
講
生
の
課
程
を
高
等
学
校
教
諭（
看
護
）免
許
状
授
与
資
格
を
取

得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
と
し
て
認
定

10
・
25

中
国
国
連
加
盟

1
9
7
2
年

3
・
31

作
法
室
落
成

5
・
15

沖
縄
返
還

7
・
1

住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
、北
与
力
町
一
番
か
ら
永
国
寺
町
五
番
十
五
号
に
変
更

7
・
5

繁
藤
駅
付
近
で
大
規
模
山
く
ず
れ

9

日
中
国
交
正
常
化

10
・
5

学
制
百
年
記
念
式
典

1
9
7
3
年

11
・
7

運
動
場
完
成

8
・
1

新
県
立
図
書
館
落
成

10
・
1

県
民
体
育
館
落
成

12
・
10

江
崎
玲
於
奈
博
士
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

1
9
7
4
年

3
・
16

大
学
教
員
の
採
用
及
び
昇
任
選
考
規
程

2
・
25

教
育
職
員
の
人
材
確
保
特
別
措
置
法
公
布

12
・
10

佐
藤
栄
作
氏
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

1
9
7
5
年

1
・
10

高
知
女
子
大
学
保
育
短
期
大
学
部
設
立
認
可

4
・
28

短
期
大
学
設
置
基
準
公
布

4
・
1

高
知
女
子
大
学
保
育
短
期
大
学
部
開
学

4
・
30

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

6

国
連
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
開
催
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年（
西
暦
）
　
学
内
の
う
ご
き

　
県
内
外
・
国
内
外
の
う
ご
き

7
・
10

女
子
教
員
等
育
児
休
業
法
公
布

8
・
17

台
風
５
号
県
下
西
部
を
襲
い
、
被
害
甚
大

12
・
8

中
内
力
氏
県
知
事
に
就
任

1
9
7
6
年

1
・
15

高
知
女
子
大
学
看
護
学
会
発
会

9
・
10

台
風
17
号
県
下
を
襲
う
。「
非
常
事
態
宣
言
」
高
知
市
長
発
す

11
・
18

国
立
大
学
協
会
、
国
立
大
学
の
共
通
一
次
試
験
実
施
を
決
定

1
9
7
7
年

3
・
31

高
知
女
子
大
学
三
十
年
史
刊
行

10
・
20

国
立
婦
人
教
育
会
館
開
館

10
・
17

東
城
山
町
教
員
宿
舎
完
成

1
9
7
8
年

4
・
17

国
立
高
知
医
科
大
学
開
学

8
・
12

日
中
平
和
条
約
に
調
印

1
9
7
9
年

1
・
13
、14

国
公
立
大
学
入
試
選
抜
共
通
第
一
次
学
力
試
験
実
施

10
・
10

県
営
春
野
球
場
落
成

11
・
18

土
佐
国
衙
跡
遺
構
を
発
見

1
9
8
0
年

4
・
1

学
生
自
治
会
規
約
施
行

5
・
24

モ
ス
ク
ワ
五
輪
不
参
加
が
決
定

4
・
2

第
八
代
学
長
岡
崎
正
一
就
任

8
・
30

75
年
ぶ
り
の
冷
夏

10
・
7

南
学
舎
改
築
、学
生
会
館
新
築
落
成

1
9
8
1
年

4
・
1

家
政
学
部
衛
生
看
護
学
科
を
看
護
学
科
に
改
称

1
・
31

県
教
委
校
内
暴
力
防
止
に
つ
い
て
緊
急
通
達

6
・
11

放
送
大
学
学
園
法
公
布

10
・
19

福
井
謙
一
博
士
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
決
定

1
9
8
2
年

11
・
15

上
越
新
幹
線
が
開
通

12
・
10

南
国
市
田
村
遺
跡
で
弥
生
時
代
の
水
田
跡

1
9
8
3
年

7

将
来
構
想
検
討
準
備
会
結
成

5
・
20

行
革
推
進
審
議
会
設
置
法
が
成
立

11
・
1

県
立
岡
豊
高
校
設
立
（
翌
年
４
月
開
校
）

1
9
8
4
年

2
・
13

将
来
構
想
検
討
準
備
会
よ
り「
高
知
女
子
大
学
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
の
提
言
」提
出

6
・
1

高
知
市
文
化
振
興
事
業
団
発
足

4
・
2

第
九
代
学
長
木
原
正
雄
就
任

12
・
29

高
知
大
理
学
部
・
農
学
部
に
大
学
院
設
置

8
・
25

看
護
学
科
三
十
年
史
刊
行

12
・
15

第
一
回
推
薦
入
学
者
選
考
実
施

12

図
書
館
改
築
の
た
め
の
署
名
運
動

1
9
8
5
年

3
・
2

伊
野
町
紙
の
博
物
館
落
成

5
・
17

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立

6
・
8

本
四
連
絡
橋
大
鳴
門
橋
が
開
通

1
9
8
6
年

5
・
23

高
知
女
子
大
学
将
来
構
想
第
一
次
答
申

4
・
28

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故　

12
・
4

県
国
民
休
暇
県
宣
言

1
9
8
7
年

3
・
5
、6

国
公
立
大
入
試
二
次
学
力
試
験
Ｂ
日
程
で
本
学
実
施

4
・
1

国
鉄
民
営
化
、
Ｊ
Ｒ
四
国
な
ど
発
足

9
・
28

将
来
構
想
第
二
次
答
申

10
・
8

高
知
自
動
車
道
開
通

11
・
15

情
報
処
理
施
設
設
置

10
・
12

利
根
川
進
博
士
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞

1
9
8
8
年

6
・
28

附
属
図
書
館
増
改
築
落
成

3
・
13

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業

4
・
10

瀬
戸
大
橋
開
通

1
9
8
9
年

9
・
25

将
来
構
想
第
三
次
答
申（
中
間
報
告
）

1
・
7

昭
和
天
皇
崩
御
、
平
成
と
改
元

11
・
9

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

1
9
9
0
年

1
・
13
、14

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
実
施

1

大
学
入
試
に
新
テ
ス
ト
方
式
採
用

3
・
26

聴
講
生
の
課
程
を
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭（
国
語
）免
許
状
授
与
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た

め
の
課
程
と
し
て
認
定

4
・
1

自
由
民
権
記
念
館
開
館

3
・
27

弓
道
場
落
成

4
・
2

第
十
代
学
長
池
川
順
子
就
任

10
・
11

将
来
構
想
第
三
次
答
申

1
9
9
1
年

4
・
1

週
五
日
制
を
実
施

5
・
2

県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
完
成

12
・
7

橋
本
大
二
郎
氏
高
知
県
知
事
に
就
任

1
9
9
2
年

6

県
立
大
学
改
革
検
討
委
員
会
設
置

4
・
1

育
児
休
業
法
施
行

7
・
18

県
完
全
週
休
二
日
制
に
移
行

8
・
12

第
一
回
ま
ん
が
甲
子
園
大
会
開
催

1
9
9
3
年

10
・
20

県
立
大
学
改
革
検
討
委
員
会「
高
知
県
立
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」の
報
告
書
提
出

4

土
佐
女
子
短
期
大
学
開
学

8
・
6

土
井
た
か
子
元
社
会
党
委
員
長
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
衆
議
院
議
長
と
な
る

11
・
3

県
立
美
術
館
開
館

1
9
9
4
年

1
・
7

自
己
点
検
・
評
価
運
営
委
員
会
規
程
施
行

1
・
16

全
国
唯
一
女
性
村
長
に
葉
山
村
吉
良
史
子
氏

6
・
6

高
知
県
立
大
学
整
備
検
討
会
議
設
置

6
・
30

社
会
党
首
相
の
村
山
内
閣
発
足

11
・
30

高
知
県「
県
立
大
学
改
革
基
本
構
想
」発
表

12

大
江
健
三
郎
氏
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

1
9
9
5
年

2
・
25

個
別
学
力
試
験
、生
活
理
学
科
の
み
分
離
分
割
・
方
式
実
施

1
・
17

阪
神
・
淡
路
大
震
災

3
・
20

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

1
9
9
6
年

4
・
2

第
十
一
代
学
長
成
田
十
次
郎
就
任

1
9
9
7
年

4
・
1

消
費
税
5
％

6
・
18

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
成
立

1
9
9
8
年

3
・
31

池
キ
ャ
ン
パ
ス
落
成

6
・
26

学
校
教
育
法
改
正
（
公
立
の
中
高
一
貫
教
育
も
）

4
・
1

看
護
学
部（
看
護
学
科
）、
社
会
福
祉
学
部（
社
会
福
祉
学
科
）、大
学
院
看
護
学
研
究
科

（
修
士
課
程
）
を
新
設

家
政
学
部
、
文
学
部
を
生
活
科
学
部
（
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
健
康
栄
養
学
科
、
環

境
理
学
科
）、
文
化
学
部
（
文
化
学
科
）
に
改
組

高
等
学
校
教
諭（
公
民
）免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
大
学
学
部

等
の
課
程
と
し
て
認
定（
2
0
0
4
年
3
月
廃
止
）

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
に
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
設
置

文
化
学
部
文
化
学
科
に
学
芸
員
資
格
取
得
教
育
課
程
設
置（
2
0
1
2
年
4
月
廃
止
）

教
員
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
大
学
学
部
等
の
課
程
と
し
て
認
定

高
知
女
子
大
学
保
育
短
期
大
学
部
廃
止

5

高
知
女
子
大
学
中
山
間
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

10
・
13

ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
エ
ル
ム
ズ
大
学
と
国
際
交
流
協
定
締
結

2
0
0
0
年

4
・
1

教
育
職
員
免
許
法
改
正
に
よ
る
教
員
免
許
状
授
与
所
要
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の

大
学
学
部
等
の
課
程
と
し
て
認
定

910
・
6

シ
ド
ニ
ー
五
輪
、
女
子
選
手
活
躍
。
高
橋
尚
子
マ
ラ
ソ
ン
で
女
子
陸
上
初
の
金
メ
ダ
ル

鳥
取
西
部
地
震

2
0
0
1
年

2
・
28

中
国
、
華
中
師
範
大
学
と
国
際
交
流
協
定
締
結

9
・
11

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ワ
シ
ン
ト
ン
同
時
多
発
テ
ロ
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年（
西
暦
）
　
学
内
の
う
ご
き

　
県
内
外
・
国
内
外
の
う
ご
き

4
・
1

大
学
院
人
間
生
活
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）、
大
学
院
健
康
生
活
科
学
研
究
科
（
博
士

後
期
課
程
）
を
新
設

二
級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
受
験
資
格
と
し
て
認
定

12
・
4

高
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
落
成

2
0
0
2
年

4
・
1

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置

8
・
5

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
施
行

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
に
精
神
保
健
福
祉
士
養
成
課
程
設
置

12

ノ
ー
ベ
ル
賞
ダ
ブ
ル
受
賞
・
小
柴
昌
俊
氏
（
物
理
学
賞
）
田
中
耕
一
氏
（
化
学
賞
）

10
・
15

学
長
成
田
十
次
郎
退
職
、副
学
長
吉
野
公
喜
学
長
事
務
代
理
に
就
任

2
0
0
3
年

1
・
22

第
十
二
代
学
長
吉
野
公
喜
就
任

7

国
立
大
学
法
人
法
成
立

4
・
1

第
十
三
代
学
長
青
山
英
康
就
任

11
・
15

高
知
空
港
を
「
龍
馬
空
港
」
と
愛
称
化

生
活
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
を
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
と
し
て
認
定

2
0
0
4
年

4
・
1

高
等
学
校
教
諭（
福
祉
）免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
大
学
学
部

等
の
課
程
と
し
て
認
定（
2
0
1
0
年
3
月
廃
止
）

6

自
衛
隊
の
多
国
籍
軍
参
加
を
決
定

11

新
札
流
通
（
１
万
円
福
沢
諭
吉
・
５
千
円
樋
口
一
葉
・
千
円
野
口
英
世
）

文
化
学
部
文
化
学
科
に
日
本
語
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
置

12
・
26

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
M
9
・
0

5

地
域
創
成
セ
ン
タ
ー
設
置

2
0
0
5
年

1
・
20

モ
ン
ゴ
ル
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
第
23
番
外
国
語
教
育
特
別
学
校
と
国
際
交
流
協
定
締
結

1
・
1

鏡
村
・
土
佐
山
村
が
高
知
市
と
合
併

4
・
1

栄
養
教
諭
免
許
状
授
与
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
大
学
学
部
等
の
課
程
と
し
て
認
定

2

C
O
2
削
減
の
京
都
議
定
書
発
効

10
・
28

公
益
財
団
法
人
こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
財
団
と
包
括
連
携
協
定
締
結

10

郵
政
民
営
化
法
成
立

10
・
8

パ
キ
ス
タ
ン
大
地
震

11
・
22

ド
イ
ツ
初
の
女
性
首
相
メ
ル
ケ
ル
氏
就
任

2
0
0
6
年

10
・
4

社
会
福
祉
法
人
高
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
包
括
連
携
協
定
締
結

2
・
23

ト
リ
ノ
・
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
荒
川
静
香
金
氏
メ
ダ
ル

11
・
24

中
国
・
北
京
、
北
京
聯
合
大
学
旅
游
学
院
と
国
際
交
流
協
定
締
結

12

改
正
教
育
基
本
法
成
立

2
0
0
7
年

1
・
17

台
湾
・
高
雄
市
、
文
藻
外
語
大
學
と
国
際
交
流
協
定
締
結

1

宮
崎
県
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

4
・
1

第
十
四
代
学
長
山
根
洋
右
就
任

4

43
年
ぶ
り
に
小
６
・
中
３
に
全
国
学
力
テ
ス
ト

看
護
学
部
看
護
学
科
を
助
産
師
学
校
と
し
て
指
定

12
・
7

尾
﨑
正
直
氏
高
知
県
知
事
に
就
任

10
・
9

モ
ン
ゴ
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
と
国
際
交
流
協
定
締
結

2
0
0
8
年

3
・
26

井
上
石
灰
工
業
株
式
会
社
と
包
括
連
携
協
定
締
結

1
・
1

春
野
町
が
高
知
市
と
合
併

7
・
25

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
校

と
国
際
交
流
協
定
締
結

9
・
15

ア
メ
リ
カ
金
融
危
機
、
証
券
大
手
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
経
営
破
綻

10
・
28

土
佐
市
と
包
括
連
携
協
定
締
結

2
0
0
9
年

11
・
30

看
護
福
祉
棟
新
築
落
成

1
・
20

米
大
統
領
に
オ
バ
マ
就
任

9

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
国
内
で
流
行

2
0
1
0
年

2
・
28

池
キ
ャ
ン
パ
ス
・
本
部
・
健
康
栄
養
学
部
棟
新
築
落
成

4
・
1

高
校
授
業
料
無
償
化
法

4
・
1

生
活
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
が
健
康
栄
養
学
部
（
健
康
栄
養
学
科
）
に
昇
格

4
・
14

中
国
青
海
省
玉
樹
で
M
1
・
7
の
地
震

大
学
本
部
機
能
を
池
校
舎
に
移
転

6
・
13

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
７
年
ぶ
り
に
地
球
帰
還

看
護
学
部
・
社
会
福
祉
学
部
の
入
学
定
員
増
員

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
に
介
護
福
祉
士
養
成
課
程
を
新
設
し
、介
護
福
祉
士
養

成
施
設
と
し
て
指
定

健
康
栄
養
学
部
健
康
栄
養
学
科
を
栄
養
士
養
成
施
設
と
し
て
認
定

健
康
栄
養
学
部
健
康
栄
養
学
科
を
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
と
し
て
認
定

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー
設
置

10
・
31

池
キ
ャ
ン
パ
ス
・
共
用
棟
増
改
築
落
成

11
・
17

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
と
包
括
連
携
協
定
締
結

2
0
1
1
年

4
・
1

高
知
県
立
大
学
に
校
名
変
更
・
男
女
共
学
化

2

京
大
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
入
試
問
題
流
出

大
学
の
設
置
者
を
高
知
県
公
立
大
学
法
人
に
変
更

3
・
11

東
日
本
大
震
災
（
M
9
・
0
）、
福
島
第
一
原
発
水
素
爆
発

初
代
高
知
県
公
立
大
学
法
人
理
事
長
・
第
十
五
代
学
長
南
裕
子
就
任

9
・
18

「
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
認
定

6
・
28

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
と
包
括
連
携
協
定
再
締
結

7
・
26

土
佐
市
と
包
括
連
携
協
定
再
締
結

12
・
24

イ
タ
リ
ア
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ
大
学
と
国
際
交
流
協
定
締
結

2
0
1
2
年

3
・
5

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校
と

国
際
交
流
協
定
締
結

9
・
11

12
・
9

尖
閣
諸
島
国
有
化

高
知
自
動
車
道
全
線
開
通

4
・
1

地
域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

12
・
26

衆
院
選
、
新
興
勢
力
乱
立
で
最
多
12
党
。
投
票
率
は
戦
後
最
低
の
59
・
3
%
。
野
田
内

閣
総
辞
職
、
第
二
次
安
部
晋
三
内
閣
発
足

11
・
27

マ
レ
ー
シ
ア
、
サ
バ
大
学
と
国
際
交
流
協
定
締
結

2
0
1
3
年

4
・
1

中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭（
英
語
）専
修
免
許
状
及
び
栄
養
教
諭
専
修
免
許
状
授
与
資

格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
と
し
て
認
定

2

ソ
チ
五
輪
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
羽
生
結
弦
氏
金
メ
ダ
ル

6
・
4

県
が
高
知
県
振
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
高
知
家
」
を
ス
タ
ー
ト

7

「
立
志
社
中
」プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始

11
・
5

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
と
国
際
交
流
協
定
締
結

2
0
1
4
年

3
・
17

香
美
市
、佐
川
町
、津
野
町
と
包
括
連
携
協
定
締
結

4
・
1

消
費
税
8
％

4
・
1

大
学
院
を
看
護
学
研
究
科
及
び
人
間
生
活
学
研
究
科
の
２
研
究
科
に
再
編

4

S
T
A
P
細
胞
問
題

大
学
院
看
護
学
研
究
科
を
2
専
攻
3
課
程
に
再
編
、
看
護
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
・

博
士
後
期
課
程
）
と
共
同
災
害
看
護
学
専
攻
（
博
士
課
程
）
の
創
設

6
・
25

7

富
岡
製
糸
場
、
世
界
遺
産
登
録

集
団
的
自
衛
権
閣
議
決
定

大
学
院
人
間
生
活
学
研
究
科
人
間
生
活
学
専
攻（
博
士
前
期
課
程
・
博
士
後
期
課
程
）

の
創
設

10

パ
キ
ス
タ
ン
、
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
氏
（
17
）、
史
上
最
年
少
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

生
活
科
学
部
の
廃
止

8
・
15

安
芸
市
と
包
括
連
携
協
定
締
結

2
0
1
5
年

1
・
21

株
式
会
社
高
知
銀
行
と
包
括
連
携
協
定
締
結

10

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始

3
・
26

高
知
市
と
包
括
連
携
協
定
締
結

10

ノ
ー
ベ
ル
賞
ダ
ブ
ル
受
賞
・
大
村
智
氏
（
医
学
・
生
理
学
賞
）
梶
田
隆
章
氏
（
物
理
学
賞
）

4
・
1

公
立
大
学
法
人
高
知
工
科
大
学
と
法
人
統
合

高
知
県
公
立
大
学
法
人
第
二
代
理
事
長
中
澤
卓
史
就
任

永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
研
究
棟
落
成

文
化
学
部
の
入
学
定
員
増
員
・
教
育
内
容
の
拡
充
・
夜
間
主
の
設
置

2
0
1
6
年

2
・
17

株
式
会
社
高
知
放
送
と
包
括
連
携
協
定
締
結

3
・
29

安
全
保
障
関
連
法
が
施
行

4

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置

4
・
14

熊
本
地
震

7
・
12

三
原
村
と
包
括
連
携
協
定
締
結

5
・
27

オ
バ
マ
氏
が
現
職
の
米
大
統
領
と
し
て
初
め
て
被
爆
地
広
島
を
訪
問

8
・
4

特
定
非
営
利
活
動
法
人
N
P
O
高
知
市
民
会
議
と
包
括
連
携
協
定
締
結

6
・
19

選
挙
権
年
齢
「
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ

10
・
20

中
国
・
北
京
、
北
京
聯
合
大
学
旅
游
学
院
と
国
際
交
流
協
定
再
締
結

7
・
31

東
京
都
知
事
に
小
池
百
合
子
氏

10
・
30

韓
国
・
全
羅
南
道
、
木
浦
大
学
校
と
国
際
交
流
協
定
締
結

10

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
・
太
隅
良
典
氏
（
生
理
学
・
医
学
賞
）

11
・
7

韓
国
・
慶
尚
南
道
、
慶
南
科
学
技
術
大
学
校
と
国
際
交
流
協
定
締
結

12
・
6

タ
イ
、
ウ
ボ
ン
ラ
ー
チ
ャ
タ
ニ
大
学
と
国
際
交
流
協
定
締
結
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こ
の
記
念
誌
の
編
集
は
、記
念
誌
専
門
委
員
会

を
中
心
と
し
て
、関
係
機
関
の
皆
さ
ま
や
、教
職

員
、卒
業
生
、修
了
生
、さ
ら
に
在
学
生
か
ら
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。記

念
誌
は
、本
学
の
歴
史
を
振
り
返
り
、今
後
の
大

学
の
在
り
方
を
考
え
る
契
機
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
作
成
し
て
お
り
、本
編
は
、「
こ
れ
ま
で

の
あ
ゆ
み
」、「
学
び
と
探
究
の
現い

在ま

」、「
未
来
に

向
け
て
」の
3
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

本
学
に
と
っ
て
は
、記
念
誌
の
編
集
活
動
を
通

し
て
、70
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、再
確
認
を
行
っ

た
り
、現
在
の
在
り
方
、さ
ら
に
将
来
を
考
え
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。本
学
が
歩
ん
で
き
た
歴

史
の
奥
深
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
、非
常

に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。歴
史
の
そ
れ
ぞ
れ

の
時
に
参
加
し
た
者
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
、少

し
ず
つ
見
え
る
風
景
は
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
だ
ろ
う
。し
か
し
、共
通
し
て
い
る
の
は
、70
年

培
っ
て
き
た
も
の
を
伝
承
し
、新
た
な
息
吹
や
価

値
を
取
り
入
れ
て
、さ
ら
な
る
発
展
へ
と
共
に
歩

み
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に
、本
学
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

つ
な
い
で
こ
ら
れ
た
歴
代
学
長
を
は
じ
め
と
す

る
教
職
員
、学
生
、卒
業
生
の
皆
さ
ま
、本
学
の
教

育
・
研
究
・
社
会
貢
献
に
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
、そ
し
て
本
学
を
支
え
続
け
て

く
だ
さ
っ
た
高
知
県
お
よ
び
県
民
の
皆
さ
ま
へ

の
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
お
伝
え
し
た
い
。

高
知
県
立
大
学
創
基
70
周
年

記
念
事
業
委
員
会委員

長
　
野
嶋 

佐
由
美

高
知
県
立
大
学
は
、前
身
で
あ
る
高
知
県
立

女
子
医
学
専
門
学
校
の
開
校（
1
9
4
5
年
）を

「
基
」と
と
ら
え
、2
0
1
5
年
、創
基
70
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
、平
和
の
実

現
と
文
化
の
向
上
と
い
う
高
い
理
想
を
掲
げ
、

地
域
に
開
か
れ
世
界
と
つ
な
が
る「
県
民
大
学
」

と
し
て
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
し
て
、記
念
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、記
念
誌
の
作
成
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。

本
学
で
は
、記
念
事
業
を
展
開
す
る
に
当
た

り
、2
0
1
5
年
4
月
に
記
念
事
業
委
員
会
お

よ
び
記
念
誌
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、そ
の

企
画
運
営
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
き
た
。

2
0
1
5
年
度
に
は
、70
周
年
記
念
事
業
懇
談

会
を
2
度
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、本
学
内
外
の
有

識
者
で
あ
る
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
、本
学
の
強

み
が
ど
こ
に
あ
り
、そ
れ
を
今
後
ど
う
つ
な
げ
て

い
く
か
、既
存
の
4
学
部
と
大
学
院
２
研
究
科

の
今
後
の
在
り
方
や
、学
部
同
士
の
つ
な
が
り
、

卒
業
生
と
の
関
わ
り
方
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ご

示
唆
を
い
た
だ
い
た
。懇
談
会
議
長
か
ら
は
、記

念
誌
に
ご
寄
稿
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

編
集
後
記

高
知
県
立
大
学
創
基
70
周
年
記
念
誌

2
0
1
7
年
3
月
発
行

 

編

集

発

行

印
刷
・
製
本

高
知
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立
大
学
創
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年
記
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